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ⅠⅠⅠ 総 読
ニホンザル野外観察施設の現状と課題
ニホンザル野外観察施設が昨年度(昭和58年度)
から新たに発足することになった｡制度の上では,
既存の串良野外観察施設を改組拡充するかたちで,
内容の上ではこれまでの ｢ニホンザル研究林｣施
設の柄想と事畠施設の2本の柱を統合したかたち
になっている｡ニホンザル研究の核としての働
きを期待される 研`究保護区Iのシステムは,と
もかくも枠組が与えられ,スタート･ラインにつ
いたことになる｡幸島野外観察施設が本研究所の
附属施設として発足してから今年で15年,｢ニホ
ンザル研究林｣計画のうち ｢下北｣が特別事業と
して認められたからでも11年の歳月が経過してい
る｡ながらく待ちつづけられた出発であった｡こ
の機会に,これまでの経緯をふりかえり当面する
問題をいくらか整理し,今後の展望をひらくため
の討･nのEf料としたい｡
研究保証区の必要性
世界の詔長頬の野外研究の歴史のなかで,戦後
いちはやくニホンザルの野外研究がはたした役割
は大きい｡その理論的指導者であった今西錦司先
生はこれから築いていこうとする動物社会学の方
法論の柱として. ｢個体識別｣と｢長瓶継続観象｣
そしてこれを可能にするものとして ｢餌づけ｣を
あげた｡ここでのべられた ｢長苅継続観察(long-
termedstudy)｣は,理想的には群れの中に社
会の哨成員としてのある個体が生まれてから死ぬ
までの一生を生活史の事象をつみ上げながら,社
会のなりたちを解き明かしてゆこうとするもので
あった｡
この国土に野生のニホンザルが生息していたこ
とは,我国の霊長類学の進展のひとつの基盤とな
った｡文明国のなかで野生のサルが生息するのは
日本だけであるという自然史的所与のおかげで,
我々はいながらにして長期かつ精密な野外研究を
行うことができる｡
年代的にはニホンザルの研究の進展とまさに平
行して日本の森林植鎌の大規模な改変が着実に進
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行してゆく｡低山帯のこホンザルの生息地の主要
な部分をなしていた広葉樹林は急速に姿を消して
いった｡これらはもと薪炭林として維持されてき
たものだが,工業エネルギーの石油への転換と併
せて進んだ家庭燃料の薪･炭からプロパンガス･
唱力への切換にともなってその役割を失ない,ス
ギ･ヒノキの人工林に転換されていった｡
第2次大戦の直後までに比較的人手の入ること
の少なかった山地帯.ブナ帯の奥地天然林にも.
昭和30年代以降伐出と針桑樹への林軽転換が大規
模に進められるようになる｡林道建設.伐採.災
運材の機械化によって作業の能率は飛躍的に "向
上-1し100ヘクタール以上の連続した大面幻の皆
伐区が,ほとんど亜高山帯に接するところまで作
られ,奥山にいたるまで生息地破壊が進行した｡
低山地帯では,都市化や果樹園の造成によって
人間生活との摩擦がとみに高まり,有雷鳥猷駆除
の対象となって捕捜されるケースが近年とくに多
くなっている｡この結果,年間捕泣数は,ニホン
ザルの総生息数の100/Oにあたる3,000頭のレベル
に達し,各地で,地域個体群の絶滅が憂ELHされて
いる｡
経 緯
幸島野外観察施設は研究所が発足した頭初の設
置計画に入っていた｡研究林の構想は初期計画に
は含まれていなかった｡野生ニホンザル群の危機
的な状況は十分予測されたし,すでにいくつかの
土地で現実化しはじめていた｡農学部の演習林の
ような形で研究保護区を設定できないだろうか.
というのが最初の発想であったと記憶する｡大学
演習林は,もともと大学の基本財産として設けら
れ,演習林特別会計のもとで一定の収益をあげる
ことが義務づけられていること,ニホンザルの生
息地として必要な面積の確保がむずかしいことな
どの理由で別の形態を考えることとなった｡
なおこのとき行ったアンケート調査で,大学浜
習林48ヶ所のなかでニホンザルの生息がみられる
のは6ヶ所,そのうちニホンザルが安定して残れ
る見込みのあるものは.わずかに2ヶ所という答
えが狩られたことをつけ加えておく｡
TTLi終的にえらばれたのは.現行の形式である｡
すなわち,1)研死地城を国有林のなかに設定し.
生息地の荷林のとりあっかいについては,国有林
経営のなかでの配嘘を求める, 2)数ケの地域を
組合わせて,全休としてニホンザルの巾の広い生
活環境の主要なものが含まれるようにする.さら
に個々の研究地域は次のような条件にかなったと
ころでなければならない｡ 1)連続した天然林が
残されていること, 2)そのなかにはいくつかの
ニホンザルの群れが生息し, 3)将来とも,この
地域のニホンザルの地域個体群の本来の姿を伝え
るものとして機能しうる個体数と個体群の地域稲
造をもちうろこと｡
候補地のうち生息北限の下北半島と南限の屋久
島に関してはある程度の必要史料はすでに用言:(.さ
れていた｡これにはJMC生態研究部とIBP陸
上生態系の保琵研究班(代表 :加藤陸奥堆教授〔
東北大.当時〕)の寄掛 こ負うところが大きい｡
しかし残る2または3研究林の選定については,
ほとんどゼロからの作業を必要とした｡可能性の
ありそうな地域の洗い上げにはじまって,より広
い地域での分布と森林の現況の調査,候補地内の
予察調査などに多くの人々のエネルギーが注がれ
た｡いくつもの地域がとりあげられ､検討された｡
このうち現地調査が行われたところは南勢,紀伊
半島の南部,根思川源流域.中央アルプス宋斜面.
-Tl荷県岩木川野流域などであった｡
候補地の一部が未決定の段階で,下北･屋久島
･木田の3研究林については,昭和46年研究所と
営林局林野庁との折渉がおこなわれ,国有林の承
諾がえられた｡新しい森林施業への転換が策定き
れつつあった時期であったことも幸いした｡ただ
し,地域の社会経済的条件に影哲されて.個々の
地域についてはいくらかの問題が残った｡我々に
とって最もいたかったのは南勢研究林予定地につ
いて営林局との交渉がまとまらなかったことであ
る(この急しゅんな谷にはその後皆伐施菜が入っ
た)｡その後.昭和50年,Bl日本多口地のサンプ .
ルとしての上I諾越研究杯について長野営林局との
交渉が成立し.これを加えて4研究林の組合わせ
で把Wf.安求を提出することになる｡
"ニホンザル研究林施設H の準僻をすすめるた
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めに協試貝会の下部組桟として ｢ニホンザル研究
棟実行委員会｣が設けられ,事に当った｡昭和48
年度にこのうち｢下北｣に対して特別事業として
の予罪枠が認められ.プレハブの調査小舎を現地
に設け.足沢貞成が非常勤職員として駐在するこ
とになる｡これに続く上信越に予算が与えられた
のは,かなり遅れて昭和53年,木削ま昭和56年で
あった｡昭和48年以来.実行上では,すでに認め
られた各地研究林の予算枠を,まだ認められてい
ない研究杯をも含めた全4地域の調査費として傾
斜投入することによって準備をすすめてきた｡
1研究所に認められる附属施設の数が最大3と
なり,既設の幸島野外観察施設,ニホンザル保健
飼育管理施設のほかに,ニホンザル研究林と情報
Ef料センターの2施設の構想をもっていた研究所
は,所内での調茄の結私 事島施設と研究林を合
わせた ｢ニホンザル野外観察施設｣と ｢情報資料
センタ-｣とを要求することになる｡さらに.き
びしい予罪状況を考b･点して.｢野外観察施設｣の
定員要求も当初の案を圧縮し.実行上考えられる
最低限の定員を要求して現在にいたっている｡
各研究林 の現状
幸島観察所 :幸畠はニホンザルの野外研究の発
祥の地であってすでに32年におよぶ研究の歴史を
もっている｡個休の血縁関係と屈歴とが,くわし
くわかっており,日本の詔長gl学のfr玉な安産で
ある｡
こホンザルとしては厄も古く.昭和9年に天然
記念物に指定されていろ(｢事由ニホンザルは忠
地｣ )｡畠の森林は二次林的部分をもまじえている
が,南九州の悔岸性暖帯手杯のサンプルとしても価
値が高い｡周囲4kJn,面抗30ha.の小払に悶離さ
れた小さな個体群であるという制約はあるが.｢
野生群のモデル｣としてfrL密な野外研死には好適
の場所であり.すぐれた研死を生みだしっづけて
いる｡
下北研究林 :本州の応:化%tに位置する下北半島
はニホンザルの分布の北限であり,同時に地球上
の nonhumanprimatesの自然分布の最北限であ
る｡先供的には冷温帯の中～上部に当るが,半島
の山々は900m以下であるので,亜高山帯には達
しない｡控高200-400mにはヒバ杯が成立し,
それ以上の高度にはブナ林が卓越する｡ニホンザ
ルはもと半島の各地に連続分布していたが,主と
して狩猟の影響で分布は縮少し現在では北西部と
南西部の2つの地域個体群に分断されている｡半
島のニホンザルのすべてが天然記念物に指定(昭
和46年)されてはいるが,生息地の地域指定は南
西部の海岸斜面1,300haに限られる｡研究杯発足
当初の昭和48年当時こホンザルの分布域がはっき
りしなかったため国有林青森営林局とのとりきめ
でニホンザルの分布域のすべてを研究地域 と
し,そのうち重要な部分7,800haを ｢実験観察区
域｣とした｡後者の地域では森林のとりあっかい
の上で5年毎の経営計画策定のたびごとに｢協議｣
をおこない,森林施業とサルの生存条件確保との
調和をはかることになっている｡
上信越研究林 :表日本型の多雪地域の冷温碍ブ
ナ林域の代表として選ばれたが,地域の一部には
1,600m以上の亜高山音別こ含まれており,ニホン
ザルの環境選択のうえで亜高山符植生のはたす役
割を見る上でもft重である｡研究林地域は長野営
林局飯山営林署の魚野川源流域(10,500ha)と雑
魚川中流域(3,500ha)の2つのブロックからな
っている｡雑魚川流域の森林にはすでにかなり皆
伐地文が入っているが ｢北越雪譜｣で有名な秋山
郷の矧 こあたる魚野川には全国でも有数の立派な
天然林が残されている｡1971年以来残雪期を利
用して分布と個体数の調査が続けられている｡
木曽研究林 :中央アルプスの空木岳の西の尾根
糸糊山の西斜面l,85)haが木曽研究林地域である｡
金城が土砂拝止保安林に指定されている｡ク1)･
コナラ柑(中間温和)から亜高山帯の下部までの
砧度L削こわたる｡ニホンザルの分布は尾根の東側
の伊奈川の流域(施薬林)からも知られ,上方に
接続する本臼駒ヶ岳の肩では夏季にニホンザルの
群れが森林限界以上で目撃される｡ニホンザルの
自然分布としては虫も高い地点である｡山地帯か
る高山掛 こわたるニホンザルの高度適応の研究の
展開が期待される｡
屋久島研究林 :屋久島はニホンザルの唯一の亜
種ヤクニホンザル(MacacafusoaLayakui
Kuroda)の生息地であり.同時にニホンザルの
分布の南限である｡九州の南0knの海上にそそり
たち,九州の最高峯宮ノ浦岳1,935mをようする
この島は,その生物相の豊かさで古くから注目さ
れてきた｡しかし急しゅんな地形と年間4,000mJn
をこえる雨塁の多きとの故に本格的な調査の開始
は他地域よりたいへん遅れた｡
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昭和48年以来,永田岬～瀬切川間の暖温柑林で
継年のセンサスが継続され(14が約450頭).同
地域の中央部の5群について人づけ,個体識別下
で食性･土地利用･群間関係･音声コミュニケー
ション･分裂過程など多面的な調査研究がおこな
われている｡研究杯地域は畠の西北部国別岳(1,
326m)の西斜面にある国有林2-4杯班で.こ
こは昭和48年に学術参考林に指定されている｡
保存 ･管理に関して
5つの研究保護区は､それぞれの地域の森林生
態系の代表として保全されることが基本であり望
ましい姿である｡サルはもちろんその梢成要素の
一つである｡
10平方キロ以上の面積にわたって天然林が並統
して残る自然皮の高い地域というのは.今日の日
本ではなかなか得がたい貴重なものである｡もう
1桁大きい大面群の森林が地域個体群の生存のた
めに必要とされる下北半島のこホンザルの似合,
ぶつかる問題は,これだけ大きな土地を手づかず
で留保することは社会経済的に困難であるという
点であった｡
国有林とのとりきめでは､森林の管理は国有林
経営の枠組のなかでおこなうこととし,こホンザ
ルの生存を保障しうるような配慮を求めている｡
この場合に限らず ｢野生生物のすみかとしての森
林のはたらき｣を維持することは.国有林野の役
割の1つとして,それは森林のもつ多様な機能の
うちの重要な部分であるとされている｡けれども
先にもふれた山林の現状と,現行の ｢国有林野特
別会計｣の財政的枠組のなかで,そこまでのゆと
りはなかなか見出しがたい｡
幸いなことに下北半島の主林木のヒバは,択伐
天然更新の容易な樹種であり,18世紀以来ヒバ林
の択伐経営のもとで下北のニホンザルは生存しつ
づけてきたという歴史的事実がある｡
昭和48年以来,青森営林局は下北半島の主要部
に天然林の択伐作業を再導入し,択伐に適した縦
材法(とりわけジグザグ･エンドレス)の開発を
はかった｡一方択伐施業にともなう更新過程の追
跡と,新しい施菜がニホンザルの個体群および生
存条件に対する影響を評価するための研究が続け
られて今日にいたっている｡個体数は安定的に増
加しつつあるが,各群の行動域の中核的地域につ
いてはさらに特別な措置が必要なことが明らかに
なりつつある｡
また.野生生物で理のための技術開発も必要で
ある｡こホンザルによるEj作物被告の防除法とし
て,唯一有効なものと受けとられて盛行している
のは舛団捕控である｡しかしこれは約-Blとして地
域個体群の完全消去につながりかねない｡野生生
物の個肘刑こ幻托を与えない形で被Efuzを防ぐ方法
の開発と採用とは,この国では大変遅れている｡
木田研究棟では4つの群れが山並部へ行動域を
拡げ.山裾の耕地へ加害をはじめた｡群れに斜面
上方の国有林へ 〝追いかえす〝ため ｢強煙火式｣
方式の開発と改良が試みられ,ようやく被害をほ
ぼ完全に防ぐのに成功するにいたった｡大型晴乳
動物による被告の防除には.地道な基礎調査と,
生息環境の面での条件の拭みたて,そして習性と
土地条件を熟知した上での総合的な対辞が必要で
あることは言うをまたないが,この方法をも含め
ていくつかの防除技術の開発が.野生ニホンザル
の茨城に歯止めをかけるために役立つことを願う
ものである｡
地形条件のわるい広い地域での調査のために長
寿命のテレメトリー ,体重や生体情報の自動計測
など.新しい調査･研究技術を導入する必要性も
たかまっている｡
展 墓
すでに記したように,地域設定にいくつかの欠
点はあるとしても;5つのニホンザルの生息地か
らなる研究伴護区のシステムは.ニホンザルの分
布域に含まれる限りでの日本列島の陸上生恐系の
最低限のサンプルとして選ばれたものである｡と
くに4つの研究杯地域は,ニホンザル以外の大型
中型の嘱乳動物の研究保詔区としても将来その重
要性を増すであろうと期待される｡｢ニホンザル
の保洋が成功すれば日本のほとんどの生き物の保
滋が可能になる｣というのは水原洋城氏(東京農
工大)の言桑である｡いくらかの留保は必要であ
るがおそらく80%までは正しいであろう｡
研究というレベルでいえば.より好ましい研死
条件が缶附されてさえいれば.さまざまな研死テ
ーマを抱いた研究者の活動が寄切されてゆき.火
通の学問的ff産を形成しうるであろう｡すでに木
研究所の共同利用訂佃 のうち野列調査の6刑は,那
究体地域でおこなわれている｡とくに庄!.久由につ
いては災研皮が苅い｡このJ:うな傾向は.たいへ
ん有難いことではあるが特定の地域だけに班巾す
るのは好ましいことではない｡
5つの研究保琵区のそれぞれについて.個休お
よび群れの履歴,個体数の変動.行動域などとい
った基本的なデータを確実におさえてゆく基礎的
作業は,本施設が担ってゆかねばならない｡生息
地の森林の椴物相.サルの食物としての森林生産
力や森林梢道の長期的変化も今後は欠かせない測
定項目としてくり込まれねばならない｡
前項でふれた野生生物管理も,それが科学的管
理の域を迅成し.社会的説得力をもつには,地道
な基礎データのつみZEねが必要である｡
5つの研死地域が,それぞれ事情はちがいなが
らも,共通してもっている弱点は,行政上法律的
袋うちをもたないことである｡この問題の解決は
すべて今後の男力にかかっているが,短い期間に
解決は期待できないであろう｡根本的なことは.
この国の自然物のすべてが.明治以来のこの国の
近代化の歴史の巾で与えられた価値づけの枠組に
ある｡
当面の間は.孜々が校れるものは,前文なfT料
の蓄項しかないのかも知れない｡体制とくに定員
の問題,維持管理のために必要な経常経把の確保.
他大学･研究機関との連粥,共同研究の組m化な
どの懸案の早急な実現をはからねばならない｡上
にのべた大きな課題を解決してゆく実力をそなえ
た施設に成長するJ:う.皆様の御支援を願って止
まない｡
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